
今
、
ふ
れ
あ
い
の
村
で
は
・
・
・

　

暦
の
上
で
は
き
っ
ち
り
と
秋
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
暑
い
日
々
が
続
い
て
い
る
で
し
ょ
う
。

記
事
を
書
い
て
い
る
時
点
で
は
ト
リ
プ
ル
台
風
な
ど
と
い
う
言
葉
も
聞
こ
え
て
お
り
、

毎
年

真
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
起
こ
る
気
象
状
況
に
戸
惑
う
ば
か
り
で
す
。
◆
先
日
、
管
理
棟
周
辺
を

気
分
転
換
も
兼
ね
散
策
し
て
み
ま
し
た
。

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
は
酒
匂
川
水
系
に
生
息
す
る

ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
の
飼
育
繁
殖
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
春
か
ら
初
夏
に
生
ま
れ
た
稚
魚
も
だ
い
ぶ

大
き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
飼
育
槽
の
周
り
の
水
場
に
は
タ
ヌ
キ
モ
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
お
盆

前
ま
で
の
長
い
日
照
り
で
干
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
良
か
っ
た
で
す
。
膨
ら

ん
だ
袋
の
よ
う
な
部
分
で
水
中
の
微
生
物
を
捕
食
し
ま
す
。
◆
き
ん
た
ろ
う
ガ
ー
デ
ン
の
ビ
オ

ト
ー
プ
に
行
く
と
、
水
中
に
銀
杏
が
た
く
さ
ん
落
ち
て
お
り
ま
し
た
。
近
く
に
イ
チ
ョ
ウ
の
木

は
な
い
の
で
、
タ
ヌ
キ
が
た
め
糞
を
し
た
の
で
し
ょ
う
。
気
持
ち
よ
く
水
浴
び
を
さ
れ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
暑
い
中
皆
必
死
に
生
き
て
い
る
姿
が
想
像
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　

ア
ザ
ミ

　

キ
ク
科
ア
ザ
ミ
属
の
多
年
草
の
総
称
で
す
が
、
日
本
だ
け
で
も
六
十
種

類
以
上
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

　

茎
の
先
に
頭
花
を
つ
け
筒
状
花
を
沢
山
咲
か
せ
ま
す
。
葉
は
翅
上
に
裂

け
縁
に
ト
ゲ
が
あ
り
、
別
名
ト
ゲ
グ
サ
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

ア
ザ
ミ
は
全
草
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。
東
北
地
方
で
は
ア
ザ
ミ
の
若
芽
は

香
り
が
良
い
の
で
、
み
そ
汁
の
具
と
し
て
好
ま
れ
、
ト
ゲ
の
つ
い
た
葉
も

天
ぷ
ら
に
す
る
と
全
く
気
に
な
ら
な
い
そ
う
で
す
。
ま
た
「
や
ま
ご
ぼ
う
」

と
呼
ば
れ
る
根
も
漬
物
や
き
ん
ぴ
ら
に
し
て
食
べ
ら
れ
る
と
の
こ
と
。
い

ろ
い
ろ
な
食
文
化
が
あ
り
興
味
が
尽
き
ま
せ
ん
ね
。

　

実
際
に
食
す
際
に
は
形
態
の
似
た
別
種
を
誤
食
し
て
し
ま
っ
て
も
い
け

ま
せ
ん
の
で
入
念
な
下
調
べ
が
必
要
で
す
が
、
身
近
な
も
の
に
寄
り
添
っ

た
食
文
化
、
是
非
体
験
し
て
み
た
い
と
思
わ
さ
れ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ギンナン ( ため糞？ ) アマガエル

アザミ ミナミメダカ

クズ タヌキモ

＜赤ちゃんからお年寄りまで、 みんなが先生です！＞ ヤゴ ( 種は不明 )

　９ 月　自然のたより
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　今月のフィールドワークは番外編として、 ふれあい

の村を飛び出して狩川に行ってきました。◆堰堤の上

にたたずむアオサギ。 餌となる魚を探しているのでしょ

うか。◆支流の流れの上を飛び回るトンボがいました。

黒い羽根に、 緑がかった体。 ハグロトンボです。 水

中に網を入れてみると同種の幼虫も見つかりました。

一般的にヤゴと呼ばれるトンボの幼虫ですが、 ハグ

ロトンボを始めイトトンボ、 カワトンボの仲間はこのような

細長い体形をして、 お尻から水を噴射することで前に

進みます。◆草むらを探ると小さなエビを捕まえることが

できました。 おそらくミナミヌマエビかと思いますが、 ヌ

マエビ類の同定は難しく、 なかなか断定はできないの

でヌマエビの仲間とさせていただきます。◆他に魚も

観察することができました。 カワムツという魚。 この魚

は以前は酒匂川水系で見ることはなかったのですが、

10 年ほど前から見かける様になりました。 もともとは

西日本の魚なのですが、 近縁のオイカワと同じく放流

アユなどに交じって本州全域に広がっています。 狩川

へはどのような経路で入ってきたのでしょうか。 他には、

アブラハヤ、 アユ、 ボウズハゼを観察できました。

◆川の隅にサトイモが生えていました。 どこかの畑から

種が流れたのでしょうか。 最近観葉植物のクワズイモ

が自生したものを誤食する中毒のニュースを毎年見ま

す。 確かでないものは食べないことが大事です。

※今後、変更等がある可能性がありますので『足柄ふれあいの村』のホームページを随時ご確認ください。

カワムツ

サトイモ ハグロトンボ ( ヤゴ )

            アユ
   アオサギ

外
来
種
問
題
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
あ
れ
こ
れ
　

★フィールドワーク★ 野外を探検・調査・観察することを
フィールドワークといいます。

【イベントのご紹介】

 

※お問合せは、足柄ふれあいの村へ電話（0465-72-2010）されるか、
   『足柄ふれあいの村』のホームページにアクセスしてください。

　ふれあいの村の管理する畑で丹精を込めて育てたサトイモを収穫し、

それを使って野外炊事をします。自分たちの手で収穫した作物で作った

ごはんは絶品です。家族で親子で美味しく楽しい時間を過ごしましょう。

実  施  日）11 月４日 (土)【日帰り】　
会　　場）足柄ふれあいの村とその周辺　　
対　　　象） 家族・親子　　　　
定　　員）　35 人　　
参  加  費） 中学生以上１,４００円　/  ３歳以上～小学生１,０００円
申込期間）  ９月５日 (火) ～９月２９日 (金)

「Mori・キッチン③」のご案内

　

本
年
６
月
１
日
を
も
っ
て
、
ア
メ
リ

カ
ザ
リ
ガ
ニ
と
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ア
カ
ミ
ミ

ガ
メ
が
特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
指
定
で
は
個
人
的
な
飼

育
そ
の
も
の
に
は
規
制
を
か
け
な
い
等
、

新
た
な
規
定
を
盛
り
込
ん
で
の
指
定
と

な
り
ま
し
た
。
既
に
多
く
の
個
体
が

飼
育
さ
れ
て
お
り
、
規
制
す
る
こ
と
に

よ
り
そ
れ
ら
が
野
外
に
放
た
れ
る
こ
と

を
防
ぐ
た
め
の
措
置
で
す
。

　

現
在
日
本
に
は
様
々
な
外
来
生
物
が

生
息
し
て
い
ま
す
。
有
名
な
ブ
ラ
ッ
ク

バ
ス
な
ど
も
そ
う
で
す
が
、
様
々
な
目

的
の
元
に
日
本
に
輸
入
さ
れ
む
や
み
に

野
に
放
た
れ
た
結
果
、
強
い
繁
殖
力
等

で
日
本
古
来
の
生
態
系
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。
当
然
そ
れ
ら
は
駆
除
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
す
が
、

元
々
は
人
間
が
身
勝
手
に
連
れ
て
き
た

生
き
物
で
あ
り
、
彼
ら
も
ま
た
被
害
者

で
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
悪
者
に
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
さ

な
い
よ
う
に
責
任
を
持
っ
て
生
き
物
と

関
わ
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

    アブラハヤ

ハグロトンボ
ボウズハゼ
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★来月のファミリーコミュニケーションの日 ：10月 1日（日）

※10月は午前午後とも事前申込制です。定員を超えた場合は抽選となります。
※ﾌｧﾐﾘｰｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ運動の一環として、毎月、第一日曜日に開催中です。
※申込み・問合せは HP または電話などでお気軽にどうぞ。

10:00～ 12:00 《自然観察会》　秋！足柄の森のキノコさがし(参加費無料）

13:00～ 15:00《クラフト教室》草木染め～自然を感じる染色体験～（材料費1,500 円）

ヌマエビの仲間

中国で人気のザリガニ料理

マーラー ・ シャオロンシア。

狩川近くの水路で捕獲し、

泥抜きして作りましたがとても

美味でした。


